
【導入】 

 

「素直でかわいい息子だったのに。」 

 

そこには、昔とは変わり果て、窃盗によって逮捕された息子の姿がありました。 

 

息子のギャンブルをやめさせようとして繰り返される口論、悪化していく家族関係。 

それでも夫婦は息子を信じてギャンブルの借金を肩代わりさえしていました。 

しかし、夫婦が金銭援助を断ると、息子はなんとギャンブルをするお金欲しさに窃盗を繰り返

したのです！ 

 

家庭が崩壊する、突然窃盗に巻き込まれる。 

これは決して特殊な例ではありません。 

ギャンブル依存者によって悪影響を受けている、家族や周りの人々が多く存在するのです。 

本弁論では、ギャンブル依存症によって苦しむ周りの人々の現状と、その解決について訴え

ます。 

 

【現状】 

 

ギャンブル依存症とはパチンコや競馬、競艇などの賭け事にのめりこむことにより、 

日常生活や社会生活に支障が生じ、治療を必要とする状態のことを指します。 

WHOによって、依存症の一つと認定されているれっきとした病気です。 

 

現在日本において、このギャンブル依存症の疑いのある人は推定 320万人。 

日本は世界トップのギャンブル依存国家なのです。 

 

ギャンブル依存症になると、脳の状態が変化し、ギャンブル以外のことに対する脳の活動が

低下します。 

そのため 

ギャンブルを辞めようとしても自分では辞めることができなくなってしまう。 

ギャンブルができない状況になると、落ち着かなくなり、攻撃的になってしまう。 

そのような症状が現れてきます。 

 

その結果、正常な判断ができなくなった彼ら依存者たちは、周囲へ様々な悪影響を与えてい

くのです。 



 

まず挙げられるのは、家族への影響です。 

ギャンブルをやめられず家庭内で問題を起こすために、家庭内不和・別居離婚を経験した人

は約 6割。 

ギャンブル依存者に悩まされ、うつ状態になってしまった人は 40％以上もいます。 

 

さらに、ギャンブル依存者は、家族だけでなく、関係のない人々にまでも、 

犯罪という形で悪影響を与えています。 

実際に、病院で治療を受けたギャンブル依存者の、およそ 6人に 1人が事件を起こしてお

り、その数は年間 5000件以上。 

彼らは依存症によって正常な判断が困難な状態に陥り、資金調達や借金返済のために窃盗

などをしてしまうのです。 

また、ギャンブル依存による犯罪の、横領・着服による被害規模は 100億円以上とも言われ

ています。 

 

このような状況にも関わらず、ギャンブル業界や政府は、緩い規制を設けることに留まってい

ます。 

 

ギャンブル業界では、ギャンブルへののめり込みを防止するための取り組みを、行っていま

す。例えば、1日に使用する金額や遊技時間等の上限を自分や家族が決め、その上限を超

えるとスタッフが知らせてくれる取り組みです。 

しかし、このシステムには欠陥があります。 

スタッフは遊戯を強制的にやめさせることはできず、さらに遊戯者は申告した施設以外では

遊戯可能なのです。 

 

また政府は、ギャンブル依存症治療を公的医療保険の適用対象としました。 

これは、ギャンブル依存症がコントロール障害という病気であり他人に迷惑をかけるために、

なされた判断です。 

しかし、治療を行っているのは依存者のうち、わずか 0.4％。 

大半の人を治療につなげられていないのです。 

 

これらのことから、ギャンブル業界の対策は効果が限定的なものであり、国の政策はあくまで

も依存者本人の自発性に委ねている取り組みであるため、効果が出にくくなっています。 

 

以上をまとめると、ギャンブル依存症は脳が異常を起こし、 



正常な思考や判断が出来なくなる病気です。 

この病気によって、家族や周りの人は、家庭崩壊にあったり、犯罪に巻き込まれたりするなど

悪影響を受けています。 

それにもかかわらず、現状を打開できるような政策は打たれておらず、周りの人々は苦しみ

続けているのです。 

 

【問題点】 

 

娯楽とは、人々を楽しませ、癒しを与えるもの、 

そして、人々の幸福を実現するためのものです。 

人々は皆、娯楽を楽しむ自由があります。 

 

本来、ギャンブルもその娯楽の 1つ 

しかし、現在のギャンブルは、人々が自我を失うほど依存させ、 

身近な人だけでなく、何も関係のない人までも苦しめる。 

 

離れ離れになる家族、引き起こされる犯罪の数々、、、 

 

自分の自由と引き換えに、他者の自由が脅かされる。 

ギャンブルは既に娯楽の範疇を逸脱しているのです！ 

 

私は、娯楽としてのギャンブルに問題があると思っているわけではありません。 

しかし、周囲の人々に悪影響を及ぼすギャンブルは許すことができない！ 

 

一度ハマってしまうと、誰にも止めることはできません。 

そして被害を被るのは他でもない私たちなのです。 

だからこそ、ギャンブルを根幹から見直し、新たな策を講じる必要があるのです！ 

 

【理念】 

私の理想は、ギャンブル依存者による悪影響のない社会です。 

そのために、依存者を生み出している今のギャンブルのあり方を変え、 

依存者は依存状態から抜け出す方向へと向かわなければなりません。 

そうすることで、ギャンブルをしない人々が、迷惑をかけられることなく、安心して過ごすことが

できるのです。 

 



【原因】 

 

それではなぜ、依存者の自発性に委ねた対策では効果がないのでしょうか。 

それは、否認の病と呼ばれるギャンブル依存症の特性が関係しています。 

依存者は、「自分はいつでもギャンブルを辞められる」 

「自分のやり方は異常ではない」 

このように、自分がギャンブル依存症であると認められない状態に陥っています。 

したがって、治療を受ける必要性を認識できず、自発的に治療を受けないのです。 

また、ギャンブル依存症は、アルコールや薬物などの依存症と異なり、 

肉体が壊れるということがありません。 

そのため、依存状態に陥ったとしても気付きにくく、 

周りが勧めても、治療にかかる人は少ないのです。 

実際に、家族に勧められて治療を始める人は 3割。 

さらに勧められて始めたとしても、自発的な通院継続は困難であると分かっています。 

 

【プラン】 

 

そこで私は一点のプランを提案します。 

それはギャンブルの利用回数に上限規制を設けることです。 

そのために、入場の際には身分登録をした個人カードを利用します。 

個人カードを作るためには、あらかじめ保健福祉センターか医療機関にかかり依存症のチェ

ックをし、依存症になってない人にのみカードの作成が認められます。 

ここで依存症であると判断された人は、保健福祉センターでカウンセリングを受け、病院を斡

旋してもらい、通院することとします。 

実際に、専門家に治療を勧められることで依存症という病気を自覚するようになり、65％の人

が通院するということが分かっています。 

これは家族に勧められた場合の 2倍以上の効果となります。 

これによって現在すでにギャンブル依存症になっている人を回復に向かわせることができる

のです。 

そして、入場回数の上限は、一か月 8回までとします。 

この基準は、カジノで有名なシンガポールを参考にしました。 

シンガポールではこれにより、依存者が 3%から 1%未満にまで減少しています。 

入場回数に上限規制を設けることで、ギャンブルをする人が今後依存症になることを防げる

のです。 



さらに保険として、ギャンブルの利用をカードで管理し、2か月連続で入場制限を超えようとし

た場合には、保健福祉センターにつなげ、カウンセリングなどを受けられる体制も整えること

とします。 

 

これらのプランを実行することで、ギャンブル依存者の増加を防ぎ、さらに依存状態から抜け

させることができ、周囲の人々は安心して暮らすことができるのです。 

 

 

【締め】 

 

私が先日、実際にパチンコ屋さんを訪れた際、そこではマシーンに向かって夢中になっている

人々の姿がありました。 

 

しかし、彼らがギャンブルを楽しむ裏では、誰かが被害を被っています。 

彼らの大当たりの代償を、周りの人が支払う。 

 

このようなことが日常で起こっているのです。 

しかし、ギャンブルに夢中になっている人、ましてや周りの人でさえもこのことをただ傍観する

だけ。 

被害に遭ってから事の重大さに気が付くのでは手遅れなのです。 

 

ギャンブルによって傷つけられる人がいなくなることを願って、本弁論を終了させていただきま

す。ご清聴ありがとうございました。 

 


